

























































ネ ッ ト コ ミ ュ ニ テ ィ
　 基本機能 活動内容













































































































































































































































使って本社の NC 工作機械で金型を製作しているということである。 
　ここで面白いのは、頭を使う設計はフィリピンでやり、実物の製作は日本で
やっているということである。この点については、以下に、伊藤氏の著書「モ



































下 N 社と呼ぶ）を見学してきた。N 社は、部品を入れておくための箱を作っ
ている会社である。もう少し正確に言うと、プラスチックダンボール製の箱や、
内側に仕切りが付いた通箱（かよいばこ：工場間で部品などを入れて行き来す
る箱）の製造を行っている中小企業である。 
　何でわざわざそんな中小企業を見学に行ったかというと、この会社が 3 次
元 CAD とネットワークを使って、中国と日本の間で簡単な国際的コンカレン
トエンジニアリングをやっているらしいと聞いたからである。実際はコンカレ
ントエンジニアリングなどというようなおおげさなものではなく、日本で注文
された箱の設計を３次元 CAD ソフトを使って中国の子会社で行い、そのデー
タを日本に送って実際の箱を製作しているということである。 
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　このやり方は、前回の金型製作の場合の、「フィリピンで設計して日本で製
作する」というやり方と同じである。N 社では、中国側の設計要員として、日
本では採用できないような優秀な理工系の学生を雇うことができたという話を
聞いたが、営業要員として日中両国のことが分かって設計もできるような人材
を育てたいという話もあった。そのような人材として本学の留学生は向いてい
ると思う。 
　一方、留学生の方も、日本の会社で５ー６年鍛えてもらってから中国の子会
社で働きたいという者がかなりいるが、N 社はその希望を満たしてくれそうだ。
しかも、３次元 CAD という技術も身につくということで、留学生のための職
場としては、なかなか良い会社であると思う。 
